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サル小脳室頂核は正確なサッケ-ドの遂

行に韮要である｡ネコでの最近め研究は､

室頂核が脳幹バーストジェネレータの活動

を直接修飾する(仮説1)のではなく､目標位

置の特定に関与する(仮説2)ことを示唆して

いる｡サル室頂核にムシモールを注入し視

標に向かうサッケ-ドに生ずる変化を定量

的に解析した｡

光醒状態のアカゲザルに､様々な位置に

拙示した視標に向かうサッケ-ドを行わせ

た｡サッケ-ドに開通したバースト活動を

示す室頂核ニューロンを記録し､これらの

記録部位にムシモールを注入した｡ヽ

これまでの報告と同様に､注入側への

Hypermeuicsaccade,反対側へのHypomedc
saccadeが紋察された｡サッケ-ドの水平振

幅を初期水平網膜誤差に対してプロ･;トす

ると､両者の間に明らかな直線関係が認め

られた｡注入側へのサッケ-ドでは､傾き

1.7､y切片4度の回帰直線が得られ､

Hypermedaはサッケ-ドゲインの増大とみ
なされた｡また､様々な水平眼球位置から

ある決まった位置へのサッケ-ドを多数集

めたところ､オーバーシュートは一定では

なく､網膜誤差にほぼ比例して大きくなる

ことが確認された｡この結果は､室頂核が

バーストジェネレータの活動を直接修飾す

るという考え(仮説1)に矛盾しない｡
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